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山内シ7さんは、上林にお住まいて\町内ーの長寿者です。明治20

年8月 4 日南野田で出生きれ、明治42年山内岩太郎さんに嫁ぎ、 3男2女
を育てられました。現在は、足が少々弱られていますが、医師の診
断によると 70歳程度の体力を維持されているそうです。食べ物に好
き嫌いはなく、特に、好物は、豆類 ・ 果物だそうで、長寿の秘けつ
は、このあたりにありそうです。 先日シマさんは、ご自身の持つ強い
肉体と精神力と、山内家のみなさんの温かい思いやりにつつまれて、

104歳のお誕生を迎えられました。おめでとうございます。

山内シマさん
104歳

軍劃
面積 100.59km'

人口 20 ， 912人( - 3 ) 
男 9 ， 999人( + 1 ) 
女 10 ， 9 1 3人 (- 4) 

世帯数 6 ， 786世帯(- 9) 
一世帯平均 3.08人

人口密度 208人

( )内は前月比

(8 月 1 日現在)

皿ヶ嶺登山参加者募集一一 10

子供スポーツ大会 .11 
成人ソフ ト ボール大会

各種相談所・・・ . . . . .. . . . . .. . .. .. .12

同和教育・・・・ ・・ ............ .. ....13

児童手当制度改正………… 9

三種混合予防接種……………… 4

高齢者交通安全運動…………… 5

農用地利用増進制度 9 
幼稚園 ・ 保育所園児募集……… 8

印鑑登録証(カ ー ド)について つ
土曜閉庁について 中

国民年金・手財奇だより…・…… .3

圏
圃
園
固
固
困
圏

-・・・「広報 しげのぶ」の早期配布にご協力下さい ・・・.
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し幸良広 (2) ぶ
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印鑑登録証

田

印
鑑
登
録
証
(
カ
l

ド
)
切
り

替
え
期
間

平
成
3

年
ロ
月
幻
日
ま
で

図

切
り
替
え
に
必
要
な
も
の

印
鑑
登
録
証
、
印
鑑
(
認
印
)

⑧
本
人
が
こ
れ
な
い
場
合
は
委
任

状
が
必
要
で
す
。
代
理
人
の
印
鑑
も

必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

重
信
町
役
場
住
民
課
印
鑑
証
明
係

宮
⑩
2
0
0
1

(内
線
m
m
)
へ

無料司法書士法律相談

期 間 10月 3 自体)
午前10時から午後 3 時まで
川内町中央公民館 3 階
L法律の問題(土地建物の登記、
供託、訴訟手続等)

2.公正証書の問題(遺言等の公正
手続)

なお相談場所等のお問い合わせは
愛媛県司法書士会 (fi41-8065) へ

場所

相談事項

置
圏
園
軍

E
E

回

応
募
資
格

四
歳
以
上
l

U
歳
未
満

図
身
分

特
別
職
国
家
公
務
員

固

給
与

初
任
給
(
月
額
一
三
三
、
九
O
O

円
)
期
末
、
勤
勉
手
当
(
年
3
回
、

合
計
5

・
3
5

ヶ
月
分
)
の
他
各

種
手
当
支
給

固

衣
食
住

食
事
、
宿
舎
費
が
無
料
の
他

、

服
等
も
す
べ
て
無
料

国

任
期
制
隊
員
に
つ
い
て
は
、
特

別
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。

-

任
期
(
2年
・

陸
上
)
終
了
時

一

0
0

日
分
(
五
一

一
、
三
O
O
円
)

l

任
期
(
3年
・

陸
上
・

航
空
)
満
了

時
一
五
O
日
分
(
八
O

一
、
0
0

0
円
)

そ
の
後
の
任
期

(
2年
)
毎
に
、

七
五
日
分
i

二
O
O

日
分

詳
し
く
は

。

役
場
総
務
課

宮
⑩
2
0
0
1

(内
線
m
)

。

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

宮
@
3
0
4
0

で
お
尋
ね
下
さ
い
。

役
場
は
叩
月
か
ら

第
2

・
第4
土
曜
日
が

休
み
に
な
り
ま
す

中皮

重
信
町
役
場
で
は
叩
月
か
ら
毎
月

第
二
・

第
四
土
曜
日
を
休
み
と
す
る

「
土
曜
閉
庁
」

を
実
施
し

ま
す
。

す
で
に
、
国

・

県
を
は
じ
め
全
国

の
自
治
体
の
大
部
分
が
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
本
町
で
も
叩
月
か
ら
第

二

.

第
四
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
明
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に

伴
い

、

現
在
使
用
中

の
印
鑑
登
録
証

か
ら
磁
気
カ
l

ド
へ
の
切
り
替
、
え
を

ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
印
鑑
証

明
書
が
必
要
な
場
合
、
新
規
登
録
と

な
り
直
ち
に
証
明
書
発
行
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
だ
の
方
は
、
期
日
ま
で
に

必
ず
切
り
替
え
を
行
っ
て
下
さ
い
。

し
か
し
、
次
の
職
場
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行
い
ま
す

。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

今
ま
で
ど
お
り

業
務
を
行
う
職
場

V
清
掃
セ
ン
タ
ー

V
町
民
会
館

V
保
育
所

V
小
・
中
学
校

V
幼
稚
園

V
図
書
館
・

歴
史
民
俗
資
料
館

V
ト

レ

ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

V
給
食
セ
ン
タ

ー

ま
た

、

日
曜
な
ど
休
日

に
、

行
っ

て
い
ま
す
婚
姻
・

出
生
届
の
受
付
や
、

死
亡
届
の
受
付
及
び
埋
火
葬
許
可
書

の
発
行
は
休
み
と
な
る
土
曜
日
も
行

い
ま
す
。叩

月
の
役
場

閉
斤
日
は

ロ
日
・
お
日

で
す

11 月以降の閉庁日

11 月 9 • 23 
12 月 14 ・ 28

1 月 11 ・ 25

2 月 8 ｷ 22 
3 月 14 • 28 I 

「防火の日 」一一一日 は:



国
民
年
金

ぷ、

平
成
三
年
四
月
か
ら

二
十
歳
以
上

の
学
生
も
国
民
年
金
に
強
制
加
入
に

保
険
料
の
追
納
制
度

の

保
険
料
の
追
納
は
、
経
済
的
に
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
た
被
保

険
者
が
、
そ
の
後
資
力
を
回
復
し
た

場
合
に
、
免
除
を
受
け
た
期
間
分
の

保
険
料
を
納
付
し
て
、
将
来
、
よ
り

有
利
な
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
優
遇
措

置
で
す
。

保
険
料
の
追
納
は
、
被
保
険
者
ま

た
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
が
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
、
旧
国
民
年

金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
の

受
給
権
者
か
追
納
す
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

追
納
で
き
る
期
間
は
、
過
去
十
年

以
内
の
期
間
の
全
部
ま
た
は

一
部
で
、

一
部
を
追
納
す
る
場
合
は
、
追
納
す

る
月
を
任
意
で
選
択
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
先
に
経
過
し
た
月
分
か
ら
追

納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
を
追
納
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
「
国
民
年
金
保
険
料
追
納
申

込
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

t-y し幸良広

ご
存
じ
で
す
か
グ

学
生
に
係
る
保
険
料
免
除
基
準

(3) 

な
り
ま
し
た
が
、

済
み
で
す
か
。

学
生
が
適
用
の
対
象
と
い
う
こ
と

は
、

一
般
の
被
保
険
者
と
同
様
、
学

生
本
人
ま
た
は
世
帯
主
に
保
険
料
の

納
付
義
務
が
生
じ
ま
す
。

し
か
し
、

学
生
本
人
ま
た
は
世
帯

主
に
保
険
料
の
負
担
能
力
が
な
い
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
一
般
の
第
一
号

被
保
険
者
と
は
異
な
っ
た
基
準
で
保

険
料
免
除
の
途
が
聞
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
夫
婦
と
子
供
二
人

世
帯
の
例
で
は
、
学
生
が

一
人
の
場

合
で
、
親
元
世
帯
に
同
居
か
、
別
居

か
、
あ
る
い
は
大
学
等
が
国
公
立
か

私
立
か
に
よ
っ
て
、
前
年
の
親
元
世

帯
の
給
与
収
入
が
次
の
表
の
額
を
下

回
る
場
合
に
学
生
の
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
学
生
本
人
が
前
年
に
所

得
税
を
納
め
て
い
る
場
合
に
は
保
険

料
は
免
除
さ
れ
な
い
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。

加
入
手
続
き
は
お

基準額の収入ベースへの換算(試算)
(夫婦子 2 人の標準的なサラリーマン世帯の場合)

|同居|別居
国公立|約600万円|約660万円
私立|約680万円|約740万円
0国公立学生 l 人増につき(同居) 約60万円増

(別居)約 120万円増
(同居)約 140万円増
(別居)約200万円増

( くわしくは、役場国民年金係へ〉

0私立学生|人増につき

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

年
金
住
宅
融
資
で
グ

-
利
用
で
き
る
方

現
在
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
で

加
入
期
間
が
3

年
以
上
あ
る
方

-
資
金
の
使
い
み
ち

新
築
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
建
売

住
宅
・
中
古
住
宅
の
購
入
お
よ
び

住
宅
の
増
改
築
改
良
資
金

-
融
資
金
額

所
要
資
金
の
加
%
以
内
で
、
最
高

一
、
八
八
O
万
円
ま
で

-
融
資
利
率

年
6

・
2
5

%
(
一
般
貸
付
)

圃
返
済
方
法

元
金
均
等
返
済
・
元
利
均
等
返
済

の
選
択
が
で
き
る

-
返
済
期
間

5
年
か
ら
お
年

・
受
付
期
間

平
成
3

年
目
月
日
日
働
ま
で

(
無
抽
選
・
先
着
順
)

予
定
枠
が
あ
る
の
で
、
枠
に
達
す

る
と
締
切
り
ま
す
。

詳
し
く
は

社
団
法
人
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会

松
山
市
南
堀
端
町
5
番
地
7

松
山
東
京
生
命
館
包
⑪

7
6
6
7

二
世
代

つ
な
ぐ
か
け
は
し

国
民
年
金

ネ見

務

だ

よ

。

ノ、

ー
ト
や
内
職
な
ど
の
税
に
つ
い

所
得
税(

パ
ー
ト
収
入
)

パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
、
給
与
所

得
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
パ

ー
ト
の

年
収
が
川
万
円
以
下
で
す
と

給
与
所
得
控
除
額
(
最
低
回
万
円
)

を
差
し
引
い
た
残
額
が
基
礎
控
除

(
お
万
円
)
以
下
と
な
り
ま
す
の
で
、

所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

(
内
職
な
ど
の
収
入
)

内
職
な
ど
の
収
入
は
、
収
入
か
ら

必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
残
り
が
事

業
所
得
ま
た
は
雑
所
得
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は

ま
る
人
に
つ
い
て
は
、
必
要
経
費
と

し
て
白
万
円
(
収
入
金
額
が
限
度
)

口座振替利用者
の方にお知らせ.グ

毎月発送していた、口座振誉用領収書兼通知

書のはがきを、平成 3 年度から経費節減等をは

かるため、 4月と 10月の年2回、お送りすることに

いたしましたので、ご了承下さい。

4 月・ 10 月

吟年 2 回
送付

書

口座振替用

~:l. 領

を

差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま

①
家
内
労
働
者
、
外
交
員
、

電
力
量
計
の
検
針
人
な
ど
、

人
に
対
し
て
継
続
し
て
労
務

を
す
る
人

②
事
業
所
得
及
び
雑
所
得
の

費
と
給
与
所
得
の
収
入
金
唱

が
臼
万
円
に
満
た
な
い
人

し
た
が
っ
て
、
収
入
が
巾

の
場
合
は
、
パ
ー
ト
収
入
し

年
収
が
川
万
以
下
で
す
と

か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す

住
民
税

パ
l

卜

や
内
職
(
家
内
山
市

の
年
収
が
叩
万
円
以
下
で

所
得
の
金
額
が
住
民
税
の

度
額

(
M万
円
)
以
下
と

の
で
、
住
民
税
も
か
か
り

9 月の納税

国民健康保険税第3期

納税期限 9 月 30 日(月)

てす
。

集
金
人

特
定
の

務
の
提
供

必
要
経

額
の
合
計

一一納税は便利な口座振替で一一一

者所」
控得同職
除税様だ
をはにけ

働
者
等
)

す
と
給
与

非
課
税
限

な
り
ま
す

ま
せ
ん
。

第 3期

第4 期

来月は

町県民税

国民健康保険税
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ー

!
一
日
羽
品
目
を
目
標
に
|
|

健
康
づ
く
り
料
理
講
習
会

叩
月
刊
日
刊

9

時
叩
分
l

u
時
叩
分

播
磨
台
団
地
公
民
館

住
民
の
方

無
料

健
康
手
帳
・
(タ
ッ
パ
l

、

エ
プ
ロ

ン
が
あ
れ
ば
便
利
。
)

内
容

調
理
実
習
・
試
食

一
栄
養
士
一
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事

窃
里

に
つ
い

て

一
保
健
婦
一
日
常
の
健
康
管
理
に
つ
い

一
の
話
一て

日

時

場
所
対
象
料
金

持
参
品

希
望
者
に
は
血
圧
測
定
を
行
い
ま

す
。

離
乳
食
学
級

日

時

叩
月
引
日
冊

目
時
却
分
1

日
時
加
分

町
民
会
館

平
成
3

年
2
月

・

3

月

生
ま

れ
の
礼
克

栄
養
士
・

保
健
婦

無
料

母
子
手
帳

内
ポ
リ
オ
(
小
児
麻
痩
)
生
ワ
ク
チ
ン

投
与
の
お
知
ら
せ

叩
月
M
日
同

M
時
1

日
時

町
民
会
館

日

時

対場

象所

場
所
対
象

E
-
H
3

年
2

月

1

日
か
ら
J
生
ま

れ

町
一
H
3

年
6

月
初
日
ま
で
」
の
児

E
-
H
2

年
7

月

1

日
か
ら
J
生
ま
れ

一引
一
H
3

年
1

月
訂
日
ま
で
」
の
児

及
び
4
歳
未
満
の
未
投
与
児

投
与
方
法

6

週
間
以
上
の
間
隔
を
あ
げ
て

2
回
経
口
投
与
し
ま
す
。

注
意
事
項

・

当
日
の
畳
の
体
温
を
測
っ
て
く
る

0

・

下
痢
を
し
て
い
な
い

こ

と
が
大
切
。

担
当
料
金

持
参
品

内
容

・
7

・
8

ヶ
月
の

心
身
発
育

発
達
に

つ
い
て

-
予
防
接
種
に
つ
い
て

・
神
経
芽
細
胞
腫
に
つ
い
て

-
離
乳
食
の
進
め
方
・

試
食
な

y
」

て 持場日 と り
手重下当 参 お ア三一

期 期 接 さ日 品所時 り ・種 j毘 4Ebヨ』
Fー"------- ，--^----.， 種 いの 行 破混
射年一注 3 方 。お母重下い 傷合破ジ百
を l 期 射 週 法 畳子信記 ま風( フ日
し l のを 1 の手 町 の す)ニイ易テ
ま年 3 し 8 体帳民と。予 種 リせ
す半 回 ま週 温 ・ 会お 防 湿
。後目す聞 を 印 館り 接合風アき
に終。隔 測鑑 種 11

予 防1 了 で 'コ を ジ
国後 3 て 次 フ 接 手重
j主 l 回 き の テ

円日 時間l 樋 I l1lli.l 二 極 UHI' )

l 凶目 10円 3 日同 午後 2 時 昭祁64年 1 月 1 日ー平成元年 -今凶町三極温合的対

1I明 2 聞目 10円 25 日制 -2 時半 6 月 30U 生ま /1の児 卑児ですでに百日せ

3 回目 11!l 19 日{え} " 且び 4 才未満円未被樋児 きにかかった児

午後 Z 時
I 閉 3 回目許了後 l'ドー 1 '1' • 4 才以上で I 問を未

日制 12 月 1 1 日かね
-n~半 'Þi車内児

権磁の児
Aび5才6か円未満町未f監視児

干庄 4 tj'- • 5 .r 6 か月以L 6 

l 向日 l 円!o日幽
午後 2 時 平成Ji: fJC 7 円 IU-平成元年 .ý未満で三樋又はー

I 則
2 @JI'l 2 円 5ll t相

-2 時半 12 月 31 日 ~t ま /1の児 極町 H期を未持極町

3 回目 2 月 2Rll 樹
及び 4 才未i圏内未jf樋兇 t旦

I 制 3 闘 H軒 f 後 l 年ー l 年

11 期 3 H26U附
'1'-1量 2 時

半f量的児
-2 時J半

及び5才6か月末湖町末機樋児

破傷風 :---、. フ T ア 百日せき

もがこく発傷 状のく喉とが{本が咽汁鼻 い症けか病
い、りな病口 でよ、頭があの主顕にジ た状いわ気
まけまりのか すうしジありだにジ 血 フ 後でれりの
すいす、初ら 。なわフる、るかフ液テ 、んな初

れ。つ期閣 11亥がテ。心さかテが リ し約性〈期
んそいはが 、れリ 臓、り リ i昆ア だ l の熱は
期ので、{受 呼声ア には、アじは いケひも
に後け口入 服、は ヨ降z きのは号礼 に月どあ普通
亡固いがし 困犬、 けど幼」児 治程いり
〈復れあ感 難の幼 が等の児とぎに り度 目亥まの
なしんけ染す が遠児 残の痛 . カ多 ま H亥がせか
るまがに 主ぽに る症み学弘 すが主んぜ
人すおくる 症え多 こ状、童 。統な。と

因回国圃圃
-9 月 28 日(土)午前 10時一

回回収する組大ゴミ
テレビ ・冷蔵庫 ・洗たく機・ 自転車 ・ ミシン ・ ベッド ・机 ・
イス ・ ふとん ・ じゅうたん等家庭から排出される大型コe ミ

固注意事項
砂一般ゴミ ・ 不燃物(カン・ビン類)は排出しないで下さ

惨 ゴム ・ ビニール製品等事業所から排出される産業廃棄

物は固くお断りします。

一町 内

圃圃
粗
大
ご
み
回
収
場
所

次の回収日は 12月 28 日 (土)です 。

上下 上 新 北 ~t 南 上 循 牛 牛 回 国 見西 '三也=、 横樋 山 地
野 樋 警口 洲 窪
台 野 野 泊"、三 i章 i可 之
団 団 団団 団

内区村林 林 村地 岡田 地 地地 湖 地 復 良 岡 )11 原口

農協支 府パ別蔵お 農集会 野 北 牛 公 ポ 堀 公 遊園 集荷 公 池 公 反八志津 -一::_ I ~ 荒
置ん 協支所横 回 東洲 民ン 池民 民ノ民 本民木

所横矯じ 集荷 入団 館プ 公 館 地場館下館地川 松館谷
所ス 所南 口地 南室 民 1} 墓グ 西 J 、, 

側北停~t 場 駅側横館 民 地 ラ i゚lJ ス
傾1 館 南ン 停

F側 {東則 ド 域

(母子手帳を忘れた場合予防接種は受けられません 〉

全
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-
q
L

一

年
一
月
一

的
E

平
一
日
一

-
a
E
・

g
-

-
a
'
・
・
・
-

一
目
月
一

瓦
ヨ
一

ぷ、

困

歩
行
中
の
安
全
ポ
イ
ン
ト

の

-
遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
を

渡
り
ま
し
ょ
う

0

・
横
断
は
右
左
右
を
よ
く
み

て
ま
っ
す
ぐ
渡
り
ま
し
ょ
う

0

・
信
号
を
よ
く
確
か
め
て
、
渡

n
J
中
三
ー
し
トAFよ
J
。

-
車
の
直
前
・

直
後
の
横
断
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

-
夜
間
は
で
き
る
だ
け
明
か

る
い
服
装
(
反
射
材
)
を
し

て
明
る
い
場
所
を
通
り
ま

I
U
ト
ふ
、
『
J
。

lデし報広

困
自
転
車
の
安
全
ポ
イ
ン
ト

-
交
差
点
で
は
必
ず
止
ま
り
、

安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う

0

・
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ

け
ま
し
ょ
う

0

・
車
道
の
左
端
に
沿
っ
て
通
り

手
?
し
ょ
、
っ
。

こ
の
標
識
が
あ
る
所

で
は
歩
道
(
自
転

車
道
)
を
通
り
ま
し

ト
ふ
よ1
J。

(5) 

高齢者の状態別事故
発生状況(平成2年中)

一
重
信
町
で
は
、
次
の
よ
う
な
各
種

一
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制
度
を

実
施
し

一
て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す

。

一
老
人
ホl
ム
(
愛
護
・
特
別
養
護
)
入
所

一
家
庭
で
適
切
な
介
護
を
得
ら
れ
な

一
い
、
日
歳
以
上
の
老
人
を
入
所
対
象

一
と
し
て
い
ま
す
。
(
特
例
は
印
歳
以
上
)

一
入
所
基
準
は、
日
常
生
活
動
作
等

一
の
介
助
の
程
度
を
基
準
に
し
て
、
程

一
度
の
軽
重
に
よ
り
、
養
護
老
人
ホ
|

ご
存
じ
で
す
か
?
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制
度

ム
と
特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
に
区
分

さ
れ
ま
す
。
養
護
老
人
ホ
l

ム
に
は
、

所
得
制
限
に
よ
り
、
入
所
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

日
歳
以
上
の
老
人
を
、
在
宅
で
看

護
し
て
い
る
介
護
人
が
、
疾
病
等
で

一
時
的
に
介
護
で
き
な
く
な
っ
た
時
、

7
日
を
限
度
に
、
町
が
指
定
す
る
施

設
で
老
人
の
保
護
を
実
施
し
ま
す
。

長
期
の
入
所
が
必
要
な
時
は
、
別

必
重
信
温
泉
?
へ
お
い
で
ん
か
グ

時間 13 : 30~15 : 30 
タオルはご持参下さい。 盈可術庁
入浴料は無料です。 ゐ-

園園圃圃固園
信ì 9月 5 日側 上林谷パス停(13 :00) ー各バス停ー農協上林支所前 五反地まわりー

1 1 10月 3 日側ー農協持志事業所前 (1 3 ・ 15) - 8111舟倉庫前 一上村高僑たばこ!苫一

l~J 11 月 7 日休ト農協上村支所(13:25) ー老人福祉センター(13:30)

i商事 9 月 12附 農協新村支所前(13:00ト ffj北北野間パス停ー上村漉リ折り返し

h吉 1;' 10月 17 日剛一 i字削島神社積(13: 10) 一字気洲神社1\'\道場一隻手薬師 (1 3: 15) ー

l弁Ji 11 月 14日側ー高砂前(1 3:17) ー老人福祉センター(13:20)

fお1正 9 月 19日附牛湖団地日野歯科前(13:00) ー牛洲集荷場機(1 3:02) ー

出 I ~ 10月 24 日同ー州駅前(13 ・ 05) 一回復団地公民館前(1 3: 10) ー町長会館 (13: 1 2ト
併比 11 月 21 日酔見奈良公民館一老人福祉センタ ー(1 3:30)

白心 9 月 2お6 日附 藤之内，ハ、ス停{μl川0ω)ト-各，パ〈ス停麓釧崎前(13:0

憎凶I 1叩附日閥叩月肘3制日日白附俳- 削パス持停-石引1丸L哨悶附店臥(1凶3:川l悶附5引} 一街御削鰍l晴峨』旅託例F所附庁h伽刷州n而前ji自i日トiト-m州繊船馴i河棚可明原駅航枇(れ13工口川.立羽20制0ω)-

l弁 J 11 月 28 日嗣ー志津川バス停ー西1M]⑧支所前(1 3:25) ー 老人福祉センター(1 3:30)

途
の
申
請
が
必
要
で
す
。

経
費

一
日

1
9
7
0

円

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l

派
遣
事
業

心
身
の
障
害
等
の
た
め
、
日
常
生

活
に
支
障
の
あ
る
臼
歳
以
上
の
独
居

老
人
に
、
家
庭
奉
仕
員
(
ホ
ー
ム
へ

ル
パ
l
)
を
派
遣
し
、
身
の
回
り
の

世
話
や
生
活
相
談
等
を
実
施
し
ま
す
。

独
居
老
人
対
策
事
業

白
歳
以
上
の
独
り
ぐ
ら
し
の
老
人

に
、
毎
回
l

本
乳
酸
菌
飲
料
を
お
届

け
し
ま
す

。
(
週3
i
4

回
)

福
祉
電
話
の
設
置

独
居
の
非
課
税
老
人
世
帯
の
福
祉

の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
福
祉
電
話

を
設
置
し
、
毎
月
の
基
本
料
金
を
補

助
し
ま
す
。

年 金

田

万

敬
老
年

初
歳
以
上
の
方
に
、

円
を
支
給
し
ま
す
。

卯
歳
以
上
の
方
に
は
、

万
円
を
支
給
し
ま
す
。

年
l

回
2

在
宅
ね
た
き
り
老
人
介
護
人
手
当

白
歳
以
上
の
、
ね
た
き
り
老
人
を

お
世
話
し
て
い
る
介
護
人
の
方
に
、

介
護
人
手
当
と
し
て
毎
月

2
0
0
0

円
を
支
給
し
ま
す
。

一
く
わ
し
く
は

役
場
厚
生
課
ま
た
は

一

地
区
民
生
委
員
(
名
簿
8

ぺ
l

一

ジ
参
照
)
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

一

一一一夏かぜは「うがい」と「手洗しリの励行を一一一



(6) ぷ、のt-f し幸良広

農
用
地
利
用

増
進
制
度
と
は

こ
の
制
度
は
、
作
れ
な
い
農
地
を

担
い
手
農
家
に
貸
し
て
、
震
地
の
有

効
利
用
と
中
核
的
農
家
の
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
五
十

二
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

安
易
な
口
約
束
に
よ
る
農
地
の
貸

借
は
、
将
来
の
ト

ラ
ブ
ル
の
も
と
と

な
り
ま
す
が
、
農
用
地
利
用
増
進
制

度
を
利
用
す
れ
ば
、
簡
単
な
手
続
き

で
賃
借
権
等
を
設
定
で
き
、
約
束
の

期
限
が
く
れ
ば
、
離
作
料
な
ど
を
支

払
う
こ
と
な
く
確
実
に
返
し
て
も
ら

え
ま
す
。

ま
た

、

二
疋
の
要
件
に
該
当
す
れ

ば
、
貸
し
手
に
推
進
費
が
交
付
さ
れ

ま
す

。

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
こ

の
制
度
の
利
用
促
進
の
た
め
に
、
各

相談は下記の
地区農地流動化推進員ヘ

地
区
に
農
地
流
動
化
推
進
員
が
い
ま

す
。
農
地
の
貸
借
の
仲
介
を
し
て
く

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

一、

対
象
と
な
る
土
地

原
則
と
し
て
市
街
化
区
域
外
の
農

山
U

-+E, 二
、
対
象
と
な
る
権
利
の
種
類

賃
借
権
、
使
用
貸
借
権

三
、
貸
し
手
の
資
格
要
件

市
街
化
区
域
外
に
農
地
を
持
っ
て

い
る
人

回
、
借
り
手
の
資
格
要
件

借
り
た
農
地
を
含
め
て
、
経
営
面

積
が
五
十
ア
ー

ル
以
上
に
な
り
、
且

つ
そ
の
農
地
を
有
効
に
利
用
し
て
耕

作
を
行
、
つ
人

五
、
貸
借
期
間

貸
し
手
借
り
手
双
方
の
話
し
合
い

に
よ
り
任
意
に
決
め
ら
れ
る
が
、
で

き
る
だ
け

長
期
化
が
望
ま
し
い

。

六
、
借
賃
の
基
準
等

借
賃
は
、
農
業
委
員
会
が
定
め
る

標
準
小
作
料
を
基
準
に
、
双
方
の
話

し
合
い
に
よ
り
決
定
し
ま
す

。
金
銭

以
外
の
も
の
(
米
)
で
定
め
て
も
よ
い

か
、
そ
れ
を
金
銭
に
換
算
し
た
額
が

標
準
小
作
料
に
相
当
す
る
よ
う
に
定

め
ま
す

。

標
準
小
作
料

(
十
a

当
り

、

現
行

上
田
(
十
a

当
り
収
量
が
五
百
四

十
同
程
度
あ
る
田
)

一
一
一
一
一
、

0
0
0
円

中
田
(
十

a

当
り
収
量
が
四
百
八

十
同
程
度
あ
る
田
)

三
O

、

0
0
0
円

下
回
(
十

a

当
り
収
量
が
四
百
二

十
同
程
度
あ
る
回
)

一
一
一
一
一

、

0
0
0
円

七
、

公
課
等
の
負
担
区
分

双
方
の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定
す

る
が
、
通
常
は
次
の
と
お
り
で
す

。

固
定
資
産
税
:
:
・
:
:
:
:
貸
し
手

水
利
費
:
:
:
:
:
・

:

:
借
り
手

共
済
費
:
:
:
・
:
:
:
:
借
り
手

八
、

制
度
の
メ
リ
ッ
ト

付
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
、
農
地

法
の
許
可
が
い
ら
な
い
た
め
簡
便

で
あ
る
。

口
約
束
の
期
限
が
く
れ
ば
、
離
作

料
を
支
払
う
こ
と
な
く
確

実
に
返

し
て
も
ら
え
る

。

日
中
核
農
家
に
農
地
を
貸
し
た
人

で
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
者

に
は
、
推
進
費
が
交
付
さ
れ
る
。

剛
契
約
期
間
中
は
、
安
心
し
て
耕

作
で
き
、
契
約
を
更
新
す
る
こ
と

も
で
き
る

。

地区 氏 名 電話番号

山之内
平日 田喜志夫 64-6778 

渡部武雄 64-0602 

平日 田 久 己 64-6698 

樋 口 田 中英世 64-6657 

藤田恒 心 64 -3531 

志津川
清水勝弘 64-6471 

文 野善信 64-3245 

西岡
松下 通 64-3536 

大西喜良 64-0661 

見奈良
相原 弘茂 64-0708 

吉良 邦雄 64-3730 

窪 * 田 貞 為 64-8850 
田

海稲美智男 64-8773 

松田和好 64-0773 

牛淵 高須賀正幸 64-0785 

大西熊市 64-8685 

東村喜代文 64-5618 
南野田

樋 口 正憲

岡 アペア 正 64-8457 

信1 見性 八 64-0878 
北野田

牧 秀宣 64-8284 

相 原俊一 64-8391 

菅原晴雄 64-8403 
上林

山 内 光

松下京継 64-2931 

竹市多賀雄 64-3027 

下林 松下源四郎 64-2861 

山 力 64 -1431 

越智 品徳 64-3165 

石丸敏雄 64-9861 

上村 武智 久雄 64-3617 

永野 通 64-3518 

八木秀徳 64 -946 1(内

農 I品 加藤徳 E目ヨ 11 

大西栄幸 11 

一一受けて いますかグ年 1 回の体の総点検を一一
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十
、
高
生
産
性
農
業
構
造
確
立
推
進

事
業
(
推
進
費
)
交
付
基
準

中
核
的
担
い
手
基
準
に
適
合
す
る

者
に
対
し
て
、
三
年
以
上
の
賃
借
権

を
設
定
し
た
貸
し
手
農
家
に
、
次
の

基
準
で
推
進
費
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

付
中
核
的
担
い
手
基
準

中
核
的
担
い
手
と
は
概
ね
次
の

す
べ
て
を
備
え
て
い
る
者
を
い
い

ま
す
。

O
借
り
た
農

地
も
含
め
て
、
経
営

面
積
が
五
十
ア
ー
ル
以
上
で
あ

ヲh
vこ
〉
」
。

の

九
、
申
請
手
続
等

年
二
回
、
六
月
一
日
と
十
一
月

一

日
に
公
告
し
貸
借
が
開
始
し
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
月
前
ま
で
に
申

出
書
を
産
業
経
済
課
に
提
出
し
て
下

支
』
い
。

申
出
用
紙
は
、
産
業
経
済
課
に
あ

り
ま
す
。

宮
⑩
2
0
0
1

(
内
線
側
)

(7) 

\要事f 

推進慣の額 (10 a 当たり) 貸 付 要 fキ

新規の貸付更新(再設定)の
更新(再設定)の

地目等 円貸付 同 新規の貸付要件
貸付 要 件

基本額加算額基本額加算額

3 年以上 農 地 5 ,000 3 ,000 

v 
①中核的担い手基 ①中核的1.!H、手基

準を l筒たしてお 準を 1筒たしてお

り、借りた農地 り 、借 りた農地

6 年未満 期間借地 3 ,000 1 ,000 も含めた経営農 も含めた経営農

用地面積が 141 用地面積が 141

a を超えること a を超えること
6 年以上 農 地 15 ,000 5 ,000 12 ,000 4 ,000 

②流動化奨励金・ ②前回の対象土地

10年未満 期間借地 6 ,000 2 ,000 6 ,000 2 ,000 
助成金の交付対 の面積を l 割以

象とな ったこと 上拡大して貸し

のない土地 付けるか、今回

農 地 20 ,000 10 ,000 16 ,000 8 ,000 貸し付けること

10年以上
により 一家の所

有農地が10 a 以
期間借地 8 ,000 4 ,000 8 ,000 4 ,000 

下となること。

0加算額は、 56アール以上の商的集積を満たす場合に限り交付されます。

O
家
族
の
な
か
に
、
青
壮
年
農
業

従
事
者
(
五
十
九
歳
以
下
)
が

い
る
こ
と
。

O
経
営
主
が
六
十
歳
以
上
で
あ
る

と
き
は
、
後
継
者
が
農
業
に
従

事
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
、
近

く
従
事
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ

〉
」
。

O
農
作
業
従
事
日
数
が
百
五
十
日

以
上
で
あ
る
こ
と
。

口
面
的
集
積
要
件

借
り
た
農
地
を
効
率
的
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
左
の
図
の
よ
う
に

0= 自作地あるいは使用収益権設定
による従来からの耕作地

A、 B、 c= 中核的但い手への
賃借権設定地

〔例示②}

A+B+Cミ56 a 
(貸し手複数でも可)

I 
農
地
が
地
続
き
で
日
ア
l

ル
以
上

の
団
地
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

日
交
付
対
象
と
な
る
土
地

農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
農
地

岡
交
付
対
象
と
な
る
権
利

賃
借
権
に
限
り
ま
す
。
(
使
用

貸
借
権
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
)

国
交
付
対
象
期
間

平
成
七
年
度
ま
で

内
交
付
時
期

貸
借
契
約
を
し
た
年
度
末

同
同

一
世
帯
内
の
貸
借
は
、
推
進

費
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

~~ 
(イ) 2 つ以上の土地が(ウ) 2 つ以上の土地が

小幅員の民進または それぞれ一隅で後続
水路で後続している し、作業の継続に大
場合 きな支障のない湖合

(ア) 2 つ以上の土地が
陛畔で後続している
場合

ω
推
進
費
を
、
つ
け
て
い
る
農
地
を

契
約
期
間
内
に
売
却
し
た
り
、
中

途
解
約
し
た
場
合
等
は
、
推
進
費

を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(オ) 2 つ以上の土地が、
紛作者の宅地に後続
している場合

可防相
(エ) 段状をなしている

2 つ以上の土地の高
低の差が作業の継続
に差し支えない湯合

一一一汗と泥お世話になった洗濯機のお手入れを一一一
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• 圃
⑨ 

ぶ

園陸E

の,t ' 
入
国
資
格

し

-
1
年
保
育

(
5才
児
)

昭
和
旧
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
白
年
4

月

1

日
の
間

に
生
ま
れ
た
者
。

-
2
年
保
育

(
4才
児
)

昭
和
白
年
4

月
2
日
か
ら

昭
和
臼
年
4

月

1

日
の
聞

に
生
ま
れ
た
者
。

報広

募
集
人

貝

-
1

年
保
育

(
5才
児
)

重
信
幼
稚
園
若
干
名

北
吉
井
幼
稚
園
若
干
名

・
2

年
保
育

(
4才
児
)

重
信
幼
稚
園

1
0
5

名

北
吉
井
幼
稚
園

7
0

名

一
報E
一

一
4
u
u
u
u

一
成
一
肘ud一

一
平
日
間
」

一
保
育
所
は
、
保
護
者
の
い
ず
れ
も

一
が
働
い
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
病
気

一
な
ど
の
た
め
家
庭
で
十
分
な
保
育
を

一
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
幼
児
を
保

一
育
す
る
施
設
で
す。

一
町
立
保
育
所
は
、
現
在
五
か
所
あ

一
り
約
四百
人
の
子
供
た
ち
が
元
気
に

一
通
っ
て
い
ま
す
。

一
平
成
四
年
度
も
次
の
よ
う
に
入
所

一
の
受
付
を
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で

一
に
申
請
し
て
下
さ
い
。
現
在
通
っ
て

一
い
る
幼
児
、
ま
た
申
請
し
て
い
て
ま

一
だ
入
所
で
き
て
い
な
い
幼
児
も
新
年

入
園
願
書
は
、
教
育
委
員
会
ま
一
度
の
申
請
が
必
要
で
す

。

た
は
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
一

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
そ
れ
ぞ
一

れ
の
幼
稚
園
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
一

-
受
付
期
間
一

平
成
3

年
刊
月
1

日
か
ら
一

平
成
3

年
日
月
初
日
ま
で
一

・
入
園
料

一
0
0
0

円
一

圃
授
業
料
四

0
0
0

円
(
月
額
)
一

詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
ま
た
一

は
幼
稚
園
で
お
尋
ね
下
さ
い
。
一

宮
@
1
5
0
0

一

宮
@
3
0
9
2

一

宮
⑪
5
9
5
2

一

重信幼稚園・北吉井幼稚園

入
国
手
続

教
育
委
員
会

重
信
幼
稚
園

北
吉
井
幼
稚
園

児

ー

l

n

月
初
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
|
|

入
所
資
格

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
理

由
の
た
め
家
庭
で
の
保
育
に
欠
け
て

お
り
、
原
則
と
し
て
平
成
三
年
四
月

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
。

(
満
一
歳
に
な
る
と
入
所
が
で
き

ま
す
の
で
、
希
望
の
あ
る
方
は
あ
ら

か
じ
め
・
申
請
を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
)

ω
畳
間
に
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。

山
畳
間
に
家
庭
内
で
子
供
と
離
れ

て
働
い
て
い
る
。

ω
病
気
・
心
身
障
害
者
・
産
前
産

後
で
あ
る
。

凶
長
期
に
わ
た
り
病
人
等
の
同
居

の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
。

旧
家
庭
の
災
害
復
旧
に
当
た
っ
て

い
ヲh
v。

入
所
手
続

申
請
書
は
、
役
場
厚
生
課
又
は
、

各
地
区
の
民
生

・

旧
ん
童
委
員
宅
に
あ

り
ま
す
か
ら
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
民
生

・
児
童
委
員

(
左
表
の

と
お
り
)
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

一一一入国 ・入所申請はお早めにfノ一一一

受
付
期
間

平
成
三
年
十
月
日
か
ら
十

一
月

三
十
日
ま
で
。

保
育
料

各
家
庭
の
課
税
状
況
等
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

役
場

厚
生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

o

E
⑩
2
0
0
1
(
内
線
問
)

{ 子 氏 名 住 pfr 電話番号 担当地区

宮悶克信 山之内1490 64-8969 旧山之内校区
山之内

栴l岡 高治 11 620 64 -0684 旧北吉升校区

樋口
i度部 消 樋口242 64-6761 上地区

問中アツ子 11 1193 64-6657 下地区

氏家武雄 横河原184 64 -2626 鉄道より西地区

水田トモ子
鉄道より東で

11 1334 64-2114 
横河原 伊子銀より北地区

藤|面l 政哨
鉄道より東で

11 286-4 64 -3304 
伊予銀より南地区

近藤 宏 志i宰) 111 303-27 
南地区(志津川

64 -0592 

忘i事川
団地，愛大官舎)

露口栄子 11 634 64-2432 北地区

久保道夫 11 1766 64 -9968 八反地地区

和田美智子 西岡42 64-6370 本村地区

奥村絞策 11 1340-2 64 -6292 上原以西
西岡

指磨台・上樋 ・
向井結子 牛淵1823-14 64 -9252 

鉄道より北地区

桑名高文 見奈良801-3 64 -2987 県道より北地区
見奈良

池川恵子 南地区11 403 ー l 64 -3627 11 

高須賀トシエ 国窪1337 64 -3658 上. r有地区

田窪 波部良議 11 1550 64 -8052 中・北地区

近藤淳子 11 2012-1 64 -6874 国窪団地

大北為義 牛洲1502 64 -8767 堀池地区

大関忠良 11 695 64 -8674 牛洲本郷地区

牛湖
弁門新孝

牛淵団地l揖(-29棟・
11 983 64 -8655 

バイ パス~鉄道関

八木里美 11 773 64 -8665 牛湖団地30練-40棟

南野田 明賀 $丸 南野田258 64 -3737 南野回全地区

安井 守 北野田252 64 -8586 本郷地区 .jt野古団地
北野田

八坂 公 新村地区・天神地区11 630 64 -8372 

渡部l 隆明 上 林甲76 64 -8988 上地区
上林

渡部l 茂義 下地区11 3267 64 -6319 

野中氏夫 下林甲1453 64 -6279 上地区
下林

竹村 義一 64 -2732 下地区11 2862 

上村 石丸 要 上村甲660-2 64-3217 上村全地区

民生・児童委員名簿
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平成 4 年 1 月から

の'1' し(9) 

児童手当制度改正
一第 1 子から支給-
|H3年 1 月 2 日以後に生まれた児童|(

内
線

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①

1

人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
、
児

童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
(
現
在
は
、
2
人
目
か
ら
)

な
お
、
1

人
目
の
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
平
成
3
年
1

月
2

日
以
後

に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
か
ら
、
新
た

に
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

②
手
当
の
月
額
は

1

人
目
と
2

人

目
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
5
千
円

、

3
人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
1

万
円
に
な
り
ま
す
。

(
現
在
は
、
2

人
目
の
お
子
さ
ん
に

つ
い
て
2

千
5

百
円
、
3

人
目
以
降

の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

5

千
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
)

③
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
期
聞
は
、
3

歳
未
満
ま
で
と
な
り

ま
す
。
(
現
在
は
、
小
学
校
入
学
前

ま
で
)

改正の主な内容

現 行 改正後

支給対象 第 2 子以降 第 1 子以降 |

2 支 給期間 小学校入学前 3 歳未満

3 支給金額 (月 額) (月 額)

第 1 子 5 ， 000円
・・----・・ 合 合唱・-_.・ー・ー. ー.・ 4・・ー・ ・ .・ー・ー ・ 4炉 4・ー・ . --------------------_ 
第 2 子 2 ， 500円 5 ， 000円

・ ・ ・ー ・ 4・ ・ ・ ・ ・... . . . . ..・・ ・ ・・ 4・・ 4・ ... -‘・‘・ . .. . - .. . ... 司--- ーー司. __ -- -・噌 ， 噌.. .. ・・ - - -

第 3 子以降 5 ， 000円 10 ， 000円

経
過
措

新
し
い
制
度
が
実
施
さ
れ
る
の
は
、

平
成
4

年
1

月

1

日
か
ら
で
す
が
、

支
給
期
間
の
変
更
に
伴
い
、
既
に
手

当
を
受
け
て
い
る
家
庭
に
配
慮
し
て
、

次
の
よ
う
な
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

-
平
成
4

年
1

月
i

ロ
月

-
人
目
に
つ
い
て
は
、
平
成
3

年
1

月
2

日
以
後
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

が
、
2
人
目
以
降
に
つ
い
て
は
、

5

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
支
給
対
象
に

な
り
ま
す
。

-
平
成
5

年
1

月
j

ロ
月

-
人
目
に
つ
い
て
は
、
平
成

3

年
1

月
2
日
以
後
に
生
ま

れ
た
お
子
さ
ん

が
、

2
人
目
以
降
に
つ
い
て
は
、

4

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
支
給
対
象
に

な
り
ま
す
。

-
平
成
6

年
1

月
以
降

3
歳
未
満
の
す
べ
て
の
お
子
さ
ん
が
、

支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

置

置

現行
平成4年 平成5年 平成6年

1 月~ 1 丹ー l 月~

l 歳未満 2歳未満 3歳未満

第 l 子 (平成 3 年 1 月 2 日以後に

生まれた児童)
ー-. _ .ー ・p ・_. _ . . . ー - --・- --・ ---- - - --..-ー， - - ー. 司. .. ._ . _- ー ー ー-- - ・・ E ・ー・.

第 2 子
小学校 5 歳 4 歳 3 歳
入学前 未 i前 未 i筒 未 i前

-・..-... .. . . ー・ ・ 4・・ 4・ a・ ・・ ・ ・ ーーー ・ー - ー ・ --- ----- - - .- ー ー . - -- -- - ・・・ ・ ・，

第 3 子 5 歳 4 歳 3 歳
以降

/1 

未 i筒 未 j筒 未 i筒

措過経

引
揚
者
の
み
な
さ
ん

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
に
お
い

て
は
、
こ
の
度
、
先
の
大
戦
に
際
し

本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
た

方
々
佃
に
対
し
、
書
状
(
内
閣
総
理

大
臣
名
)
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

書
状
の
贈
呈
は
、
請
求
に
基
づ
い

て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

請
求
さ
れ
る
方
は
、
請
求

書
に
記
入

の
う
え
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て

「

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
」
あ
て

直
接
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

飽
こ
の
事
業
の
対
象
と
な
る
引
揚

者
と
は

「

引
揚
者
等
に
対
す
る
特

別
交
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」

松
山
中
央
保
健
所
で
は
、

一
生
自

4t

分
の
歯
で
食
べ
よ
う
、
を
目
標
に
妊

劃
同
婦
の
た
め
の

、

品
閣
の
無
料
健
康
相
談

目

を
毎
月

一
回
実
施
し
て
い
ま
す

。

川

あ
な
た
も
歯
の
健
康
度
チ
エ

ソ

ク

ド

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

。

歯
日
時

毎
月
語

一
木
曜
日
。

川

口
時
i
H
時
ω
分
受
付

0

9

月

5

日

-
m
月

3

日

-

H

Aリ

月
7
日

-
U
月
5
日

・

1

月

ー
汁

9

日
・
2
月

6

日

・

3
月

5

日

穴
内
容

①
歯
槽
ノ
l

ロ
|
検
査

乃

②
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ

川
、

③
歯
科
健
診

一
『

④
そ
の
他

マ
申
し

込
み
方
法

γ

松
山
市
北
持
田
町
1

3
2

ぺ

松
山
中
央
保
健
所

へ

ま

8

時
初
分
i

げ
時
ま
で
に
電

吋

話
で

怨
@
1
1
1
1

ぺ

(
内
線

m
-
m
)

ま
そ
の
他

t

料
金

無
料

母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い

。

ヘ

(
昭
和
四
十
二
年
法
律
第

一
一
四

号
)
に
よ
る
特
別
交
付
金
の
支
給

要
件
に
該
当
し
た
引
揚
者
を
い
い

ま
す
。

請
求
書
類
の
送
付
先

干
山
東
京
都
文
京
区
大
塚
5

1
3

l

u

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

(
総
理
府
所
管
)

業
務
第
二
課
引
揚
係

官
@
3
9
4
5

〔4
7
0
3

・

4707

]

問
い
合
わ
せ
先

請
求
書
類
は
、

役
場
厚
生
課
に
あ
り
ま
す
。

宮
@
2
0
0
1

内
線
制

健
康
増
進
普
及
月
間
図
囚図

近
年
の
平
均
寿
命
の
著
し
い
伸
長

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
民
の
健
康

水
準
の
向
上
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

一
方
で
は

人
口
の
高
齢
化
、
社
会
生
活
環
境
の

急
激
な
変
化
等
が
大
き
な
問
題
と
な

っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

日
常
生
活
の
あ
り
方
と
深
く
関
連
し

て
お
り
、
健
康
の
保
持

・

増
進
を
図

る
た
め
に
は
健
康
づ
く
り
の
三
要
素

で
あ
る

栄
養
・
運
動
・
休
養

の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
康
的
な
生
活

習
慣
の
確
立
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。住

民
ひ
と
り
ひ
と
り
が

、

日
頃
か

ら
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
、
豊
か
な

生
活
を
お
く
り
ま
し
ょ
う

。

今
回
の
児
童
手
当
制
度
の
改
正
は
、

最
近
の
子
供
と
家
庭
を
め
ぐ
る
状
況

の
変
化
を
ふ
ま
え
、
幻
世
紀
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育

て
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
、

児
童
養
育
家
庭
に
対
す
る
育
児
支
援

の
強
化
と
い
う
考
え
方
か
ら
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

な
お
、
今
回
の
改
正
に
伴
い
、
新

た
に
支
給
の
対
象
と
な
る
1
人
目
の

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
家
庭
は
、
前

も

っ

て
今
年
の
日
月
か
ら
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

役
場
厚
生

課
ま
で
お
早
目
に
お
こ
し
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、

役
場
厚
生
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

連
絡
先

一
宮
⑩
2
0
0
1

制
)
児
童
手
当
係

ま
で

一一一子ども はし五つも主人公 ・ 応援 します・ 児童子当一一一
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10ベージの

問い合わせは
町民会館

定宝64-1500

卓
球
教
室
参
加
者
募
集

ぷ、の,-y し報広

重
信
町
卓
球
協
会

宮
⑩
1
5
0
0

画面

重
信
町
テ
ニ
ス
大
会

叩
月
叩
日

伽
・
日
日
側
面

一

受
付
7
時
叩
分
一
組
一

開
始

8
時
∞
分
一
献
一

場
所

重
信
川
緑
地
公
園
テニ
ス
コ
ー
ト

種
目

ダ
ブ
ル
ス
の
み
(
コ
ン
ソ
レ
あ
り
)

図
男
子

B

州
・
レ
デ
ィ
ー

ス

図
男
子

A

州
・

混
合

参
加
は
原
則
と
し
て
、

す
る
。

参
加
費

一
べ
ア

日
時

ペ
ア
と

2
5
0
0

円

参
加
希
望
者
は
、
申
し
込
み
書
に

参
加
費
を
添
へ
、

9

月
初
日
出
ま
で

に
、
左
記
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

町
民
会
館
〔
社
会
教
育
課
〕⑩
1
5
0
0

平成 3年10月 10 日 (木:) 8 時出発(町民会館)
皿ヶ嶺連峰県立自然公園
90名(定員になりしだい締切ります)
無料
町民会館(パス)→久万町六部堂から登
山→キャンプ場で畳食→上林登山口下山

→(パス)→町民会館
申し込み方法 社会教育課(電話申し込みも可

fi64-1500) 
小学生以上の町.内居住者

(但し、小学生は保護者同伴)

日時
行先
募集人員

参加費
日程

申し込み資格

直面
富又

タグ I :..:;-

L ラ|手
;ン I I 
パド|‘Y

L ゴ|普
主川及

フフ 1 :0二
コE

日
時

9

月
日
日
制

・

受
付

9

時
加
分
l
m
時

・

実
技
講
習
会
刊
時

l

u
時

・

普
及
大
全
日
時

i
M
時

会
場

重
信
中
学
校
運
動
場

参
加
上
の
注

意
事
項

①
参
加
者
は
、
運
動
の
で
き
る
服

装
で
参
加
し
て
下
さ
い
。

②
昼
食
は
、
各
自
で
ご
準
備
く
だ

さ
い
。

参
加
希
望
者
は
、

社
会
教
育
課

宮
⑩
1
5
0
0

。琳&か♀

ご協力

ありがとう

ございました。
|175 ,628 

( 8 月 21 日現在)

手火
の

の
ご
案
内

秋
の
天
体
観
測
・

天
文
講
座
の
参

加
者
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

-
日
時

‘
，

n
H
M
3
4
d
・
a

・
『
司
4

U剖
削

い
けJ

川
ー
は
〔
午
後7
時
か
ら
〕

-
H

月

U

日
佳

(
い
ず
れ
か
の
日
を
選
ん
で
下
さ
い
)

・
場
所

図
書
館
4

階
天
体
観
測
室

・
募
集
人
員

印
名
(
先
着
順
)

-
申
込
方
法

電
話
に
て

町
民
会
館
宮

⑬
1
5
0
0

重
信
町
教
育
相
談
室

青
少
年
の
非
行
防
止
、
い
じ
め
、

登
校
拒
否
、
異
性
関
係
、
進
学
、
親

子
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

上
の
諸
問
題
や
悩
み
ご
と
の
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時

毎
週
水
曜
日
日
時

l

口
時

場
所

図
書
館
三
階

電
話
で
も
よ
い
し
、
直
接
来
館
さ

れ
て
も
結
構
で
す
。
お
子
さ
ん
か

ら
の
電
話
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宮64 -3437 へ

10 9 月

302316 9 2 2821147 日

池池林武稲 近近青八 相
川川 智荷 藤藤井木

ト E東
邦敏シ道警 良栄正光 員
男朗子子一 イ吾宏史秋

* 一新刊図書のご案内一*

〈雑学〉 く〉あいまい発想学のすすめ(竹内均)

。40代だか ら できることすべきこと(国司義彦)

〈経済〉 く〉舛添要ーのこれが世界の読み方だ(舛

添要一) ο ドキュメントイトマン・住友銀行事件

(日本経済新聞社) <医学書〉 く〉やぶ医者の一言

(森田功) 0木もれ日の病棟から(宮内美沙子)

〈環境問題の書> 0この惑星こそが楽園なのだ(

(宮内勝典) <家政学〉 く)EHIME住まいと暮

らしの年鑑'91 (S P C) く〉食卓のなぜ学ストーリ

ー(農山漁村文化協会) <文学>0石渓(井上靖)

く〉俳句という遊び(小林恭二) 0大船日記(笠智

衆)
0今月の機語〈学ぶ方法とは繰り返して読むこと

fゴ〉

9 時から 5 時30分までです。O開館時間

1 1*ドZ噂館制日 毎週酎月隠脚日' 毎制月末刺臼，
ド

逗互~砂 L沼出i民; :ι::出;詰i 午峨机後飢l 時3伽ら
図書館 宮64-3414

一一一図書館をあ なたの本棚に一一一

催
し
・
教
室

相
談
・
募
集

� (皿ヶ嶺登山参加者募集 )l 社 iihhI島幸
全 員 町 7 毎
教ラト時週
育 ケ 先レ 30 土
課 ッ着 i 分曜

シ名グ 時 4
ユ セ ま回
| ンで)

ズタ



ぷ、

牛j麹jチーム

の

子
供
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
、
8

月
4

日
旧
東
温
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
後

援
の
も
と
、
重
信
中
学
校
野
球
場

他

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は

n
チ
l

ム
、

女
子
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー

ル
に
は

お
チ
l

ム
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を

発
揮
し
熱
戦
を
展
開
し

た
。

t-1' し幸良広)
 
-
ー

(
 

樋ロチーム

上

成

績

歯
成
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
圃

志津川チーム

位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

、

~< 

^ ケ
‘ツ
ト

ポール

包互' O'Y 7う

牛洲

回復団地

検河原A

林
口
南

優勝

準優勝

第 3 位

上
樋
田

( B ブロック )

優勝

準優勝

第 3 位

川

B

洲

告互O 'Y 7う
優勝下林 A

準優勝田窪南

第 3 位北野間 ・ 新村

優勝

準優勝

第 3 位

津

林

志
下
牛

第
幻
回
重
信
町
成
人
ソ
フ

ト
ボ
ー

ル
大
会
が
、
7

月
初
日
間
、
重
信
中
学

校
野
球
場
他
4

会
場
で
、
加
分
館
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
東
西
ブ
ロ

ッ
ク

別
と
し
、
優
勝
を
2

チ
ー

ム
と
し
ま
し
た
。

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

。

( 17'C'J7] 

直E
上村

直面
樋口

直司
o下林

o上 林

窪

E日開園町四均
一

上村チーム

回
ハ
川
凶
出

回
門
川
凶
凹

口
阿
川U
凹

一
日門
岡
川
凹

口
問
阿
川
凹

E巾
円
川
川酬
口

・田
川
阿
川
凹

.
阿
川
ハ
凶

・
同門
岡
阿
凶

.口
問
凶
川
町

'mL
E
 

志津川チーム

一一今年 も 夏がんば り ました一一一



(12) 

告
知
板

ぷ、

N
H
K

学
園

社
会
福
祉
コ
l

ス

叩
月
期
募
集

の

N
H
K

学
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル

「

社
会
福
祉
コ
!
ス
L
は
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
で
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

社
会
福
祉
科
目
お

よ
び
教
養
科
目
を

学
習
し
ま
す

。
通
信
制
で
す
か
ら
、

職
業
を
お
持
ち
の
方
ま
た
は
在
宅
学

習
を
希
望
す
る
方
に
も
向
い
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。

①
叩
月
生
募
集
期
間

八
月

一
日

i

一
O
月
五
日

②
入
学
資
格

高
等
学
校
卒
業
以
上

③
修
了
年
限

二
年
(
半
年
を

一
期
と
し
全
四
期
)

④
学
費
等

入
学
金
一

O
、
三
O
O
円

授
業
料
一
期
(
六
ヶ
月
)
に
つ
き

三
五
、
0
0
0
円

⑤
問
合
せ
先

(
入学
願
書
請
求
先
)

N
H
K

学
園
高
等
学
校
専
攻
科

⑦
問
旧
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
二
l
三
六

E
O
四
二
五
l

七
二
1

三

一
五
一

~t' し報広

増
・
改
築
工
事
予
定
の
方
へ

住
宅
金
融
公
庫
『
リ
フ
ォ
ー
ム
・
ロ
ー
ン
』
の
お
知
ら
せ

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
平
成
4
年

3

月
四
日
同
ま
で
「
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ

ー
ン

」

の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。

融
資
額
は
、
増

・

改
築
工
事
を
行

う
場
合
が
最
高
4
9
0

万
円
、
室
内

や
外
ま
わ
り
の
修
嬉
・
模
様
替
え
の

工
事
を
行
う
場
合
が
最
高
2
3
0

万

円
で
、
そ
れ
ぞ
れ
工
事
費
の
8

割
が

限
度
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
他
に
1
0
0

万
円
ま
で
の

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

受
講
生
募
集
グ

-
毛
糸
棒
針
編
(
初
級
)

日
時
叩
月
日
日

幽
l
H

月
引
日

嗣

ま
で
の
聞
の
同
日

毎
週
3

日
(
火
・
木
・
金
)

9

時
叩
分
i

日
時
叩
分

申
込
締
切

9

月

M
日

ω

-
ワ
ー
プ
ロ

(日
商
検
定
3

級
)

日
時
叩
月

3

日

同
l

H

月
刊
日

附

ま
で
の
聞
の
幻
日

(
土
、
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く
)

申
込
日
時

9

月

M
日

ω
・
白
日
附

9
時
j
M
時
ま
で

対
象

就
業
・
内
職
を
希
望
す
る
家

庭
婦
人
な
ど

受
講
料
無
料
(
教
材
費

一
部
自
己

負
担
)

各
叩
名

松
山
市
山
越
町
制

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

E
n
ー

2
2
0
1

印
鑑
持
参
の
上
、
直
接

会
場
へ
。

会定
場員

特
別
加
算
も
利
用
で
き
ま
す

。

金
利
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
後
の
床
面

積
が
陥
肘
以
下
の
住
宅
が
当
初
日
年

間
ω
%
、
日
年
目
以
降
日
%

、

m
d

を
越
え
る
住
宅
は
全
期
間
引
%
と
な

り
ま
す
。

返
済
期
間
は
、
最
長
初
年
で
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
公
庫
取
扱
金

融
機
関
、
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
四

国
支
店
宮
(
0
8
7
8
)お
1

0
5
1

1

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

緑
化
セ
ン
タ
ー
の

農
林
参
観
デ

l

日

時

叩
月
1

日

制
・
2

日

附

8

時
加
分
1

口
時

(
間
天
決
行
)

場
所

重
信
町
田
窪

岱
⑪
5
5
2
7

愛
媛
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

内
容
①
環
境
美
化
の
見
本
展
示

家
庭
庭
園
、
生
垣
、
樹
木
と

花
の
日
時
計
、
パ
ネ
ル
展
示

②
交
流
広
場

実
演

(
芝
生
・

生
垣
一
の刈
込

み
、
庭
木
の
郭
定
等
)

③
緑
化
相
談
所
の
開
設

病
虫
害
の
診
断
と
防
除
法

庭
木
の
手
入
れ
管
理
等

④
そ
の
他

盆
栽
展
示
、

各
種
展
示
即
売

• • 保険金額 保険料金(円) * い恋悶P 損災火 施険 森林
松 ま 重 詳 契約時林齢 ス ま 保害 害災 こし法こ
山 た 信 し (万円) l 年分 5 年分 ギ す等険をが及のてにの キ本家. 。に金補発ぴ保い基保 国 2地 は 町 く 1 年生 57 2 ,565 14 ,877 ヒ

お 方 森 は ノ よ額い生気険まづ険 営
間 宮局 林 6 年生 117 5 ,265 24 ,499 キ り及まし象にすき事 な
い⑪林 組 11 年生 149 6 ,705 28 ,514 の

細ぴすた災加 。国業 {呆さ
合 1 業 4ロ~ 場 か保。場に入 (は 険ん
わ 1 課 宮 16 年生 162 7 ,290 32 , 261 ~巨司』 く険 合よ与 及、 lーへ
せ 1 ⑩ 21 年生 194 4 ,656 19 , 206 ha 定料 、り び森 ー

下 1 2 、=1 ，i めは園、ぃ県林 つ

き内 。 26 年生 245 5 ,880 24 , 255 fこ ら 、 が森ま )園 、
い線 31 年生 315 7 ,560 31 , 185 

り れ樹 そ林す が営 L
。?，n 1 

) て種 のにと実保 て

、』

相 談
無料

秘 密
厳守

各
種
相
談
所

松所日 30 0 館 4 I 10 町刷 。社| 会 13 0 2 (柄 。 時 。
山 分日 l 丁 11 15 日 見日 議時日

i松 811 階目時時時↓ 奈 10 時 室 l 時| 会 13 時 。 時
山時: 17 4 0 良時 ι 15 議時 場戸庁 10 市 30 時月 媛愛 10 第月 I 9;'; 時 9 心 室 I 9 
本分 o 躍 宮 2 場 l 曜 通事 宮 重 16 月 島 月 配 15 月 政 月

宮 町 i 第日 語 4 県所 ・ 日 6 信時 4 ~ 。 12 ご 時: 12 役 17 権
4 1 12 1 I 所談 1 通交媛愛 3 I 故 4 IUT 日 年 場所 日 と 日 場日 相
6 丁時 ・ 曜金 i 松土金 相 i 商 O(羽 金 (利 相 。(榊 相 2 ~禍
1 目 30 3 2 事故庁県第山曜躍談I i 時 lf

場 ・ 誓此 階
4 3 分・日 1 市日日
5 I 5 1 相一 5 館月 場日 議時
84r8  l 所談二番 9 9 4 重 2 2 (ボ f支 9 室 i
9 J~ A害時 7JIJ PlT a寺時 信日 1皆 場臼 15 

一一一てんふ。ら油火災に気をつけ まし ょう一一一



圃
園
田
閏
国
四

幅
広
い
人
生
経
験
か
ら

-
t|

尊
い
戒
め
を
期
待|
|

ぶ

明
治
・
大
正
・

昭
和
と
過
ご
し
て
き

た
高
齢
者
は
、
ま
さ
に
激
動
の
時
代

を
生
き
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
戦
前
と

戦
後
の
社
会
で
は
、
も
の
の
見
方
、

考
え
方
に
ず
い
ぶ
ん
大
き
な
違
い
が

あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
時

代
を
必
死
に
生
き
て
き
た
と
い
う
こ

と
は
、
高
齢
者
の
誇
り
で
あ
り
、
人

生
の
深
み
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
が
日
常
生
活
の
中
で
貴
重
な

存
在
で
あ
る
こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
が
、
と
も
す
れ
ば
旧
態
依
然
と

し
た
価
値
観
を
持
ち
つ
づ
け
る
こ
と

に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

特
に
同
和
問
題
と
な
る
と
、
固
定

観
念
か
ら
抜
け
き
ら
れ
な
い
心
情
を

持
た
れ
る
方
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
昔
は
こ
ん
な
状
態
で
あ

っ
た
と
か
、
昔
か
ら
こ
う
言
い
伝
え

ら
れ
て
き
て
い
る
と
か
い
っ
た
自
分

の
体
験
と
伝
承
と
が
入
り
混
っ
て
同

和
地
区
に
対
す
る
偏
見
を
も
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

戦
前
の
家
族
制
度
に
基
づ
く
も
の
の

見
方
、
考
え
方
と
同
じ
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
人
を
見
る
と
き
に

血
筋
・

家
柄
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
自
分
が
育
っ
て
き

た
時
代
に
身
に
つ
け
た
経
験
や
知
識

の'1' し幸良広(13) 

の
中
で
偏
見
と
気
づ
か
な
い

こ
と
す

ら
あ
り
、
ひ
い
て
は
人
び
と
に
対
し

て
も
、
そ
の
偏
見
を
知
ら
ず
知
ら
ず

伝
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
今
の
高
齢
者
の
方
々
が
い

な
く
な
っ
て
若
い
者
の
時
代
が
く
る

と
同
和
問
題
は
解
決
す
る
だ
ろ
う
か

ら
、

今
さ
ら
と
や
か
く
言
わ
な
い
で

ほ
し
い

と
い
っ
た
考
え
方
を
す
る
人

が
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
う
し
た
間
違
い
を
正
し
て
い
こ

う
と
す
る
意
欲
を
示
さ
な
い
生
き
方

は
、
人
を
人
と
し
て
尊
重
す
る
今
の

社
会
に
は
な
じ
ま
な
い
も
の
で
す
。

今
ま
で
の
人
生
を
ふ
り
返
っ
て
、
人

が
傷
み
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
不
合
理

な
ニ
と
は
あ
っ
て
は
い
け
な
い

と
い

う
幅
広
い
人
生
経
験
か
ら
に
じ
み
出

た
尊
い
戒
め
こ
そ
高
齢
者
で
な
け
れ

ば
で
き
な
い
説
得
力
で
は
な
い
で
し

ょ
、
っ
か
。

以
上
の
偏
見
を
正
し
て
い
く
こ
と

と
偏
見
を
伝
え
な
い
姿
勢
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
周
囲

を
正
し
く
導
い
て
い
く
姿
こ
そ
高
齢

者
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
、
っ
か
。

-
第
三
国

一
日
時

一

場
所

一
演
題

一
講
師

人
権
講
座

9

月
日
日

出
町
四
時
初
分

重
信
町
田
窪

重
信
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

「
お
互
い
の
幸
せ
を
め
ざ
し
て」

一

伊
予
郡
岡
田
中
学
校
長

日
野
勇
先
生

1

1

学
生
募
集
l
l

国
立
波
方
海
員
学
校

0

内
航
船
舶
の

船
舶
職
員
(
船
長
・

航
海
士
・
機
関
長
・
機

関
士
)
の
養
成

O

修
業
年
限

2
年

O

募
集
人
員

専
修
科
約
別
名

O

入
学
資
格

高
等
学
校
卒
業
又
は

高
卒
同
等
資
格
以
上
の
者

O

選
抜
方
法
ω
推
薦
に
よ
る
入
学
者

選
抜
(
書
類
審
査
)

ω
一
般
入
試
に
よ
る
入

学
者
選
抜

O

出
願
期
間

推
薦

9

月
比
日
i

日
月
日
日

一
般
入
試

9

月

H
日

i

日
月

M
日

O

問
合
せ
先

⑦
閣
の
愛
媛
県
越
智
郡
波
方
町
波
方

波
方
海
員
学
校
教
務
課

宮
剛
引
1

9
6
4
0

附

し 9 月 1 日 ~ 9 月 30 日

障害者雇用促進月間コ
・事業主の皆さん

もう 一人あなたの職場に隊害者の働く場を

・障害者の皆さん
職業的自立は障害をこえゆく心で戦場が開けます。

陣害者の就職や採用についての御相談は

ハローワーク松山へ
(松山公共職業安定所)

内線43
内線74

事業主の方は
障害者の方は8 ( 1010 

電
話
に
よ
る
無
料
相
談

「
行
政
書
士1
1
0

番
」

日

時

叩
月
1

日
1
5

日

9

時
か
ら
同
時
ま
で

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

内

..,." 

合

官
公
署
へ
提
出
す
る
日
常

生
活
に
身
近
な
書
類
や
権

利
義
務
・

事
実
証
明
に
関

す
る
書
類
に
つ
い
て

安
，也、

ロ

愛
媛
県
行
政
書
士
会

宮
⑩
1
4
4
4

道
路
の
水
も
れ
ご
一
報
を
グ

町
道
、
部
落
道
に
は
、
ほ
と
ん
ど

水
道
管
が
布
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

道
路
上
の
水
も
れ
が
あ
れ
ば
、
交

通
の
さ
ま
た
げ
や
事
故
の
も
と
と
な

り
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば

役
場
水
道
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

一一一滴の水も地球の贈り物一一

用
件
は
正
し
く
あ
わ
て
ず11
9

(9月 9 日は 『救急の目。
固 回 田 • ケ ど 救 救
ガ の 急 急
人 よ と事 車
や つ 近故 3 を

容病 な くな つ呼
態人 ケ のど のぶ
(の ガ 自の ポ と
簡現 カ、 標発 イき
単在 病 生 ンの
にの 気 場 ト

) 

カ、 所

重信町の火災と救急出場件数
( 7 月 31 日現在)

種 _gIJ 7 月分 累 計

火 リ((又< 件 数 。 l 

救急出場件数 3 6 244 

岱
火災・救急 1 9 

議急病議案内 64-5632 



ハ
川
旬

l
 

(
 

固
圏
図
画
固

し

所

8

月
日
日
届
出
分

出
生
(
お
め
で
と
う
)

住

ぶ

田
窪

一
木
村

樋
口
一
恒
岡

志
津
川
一
奥
村

志
津
川
一藤
岡

志
津
川
一沖

志
津
川

一
北
野

牛
洲
古
向
橋

牛
洲
一
波
漫

横
河
原
-
高
橋

志
津
川
一福
本

志
津
川
一
四
宮

のt-f 幸良広

保
護
者

出
生
児
一
生
年
月
日

卓
詠
一
太
郎
一
7

・
叩

和
裕
一
峻
介

7
;

叩

明
一
涼
一

7

・

u

精
二

一雄
介
一

7

-
M

貞
明

一莱
弥
一

7

・
口

完
治
一
宏
樹
一
勺
:
u

幸
男
一
美
波
一

m
g
E
g
e

-
-
u

雄
二
一
ひ
か
り
一7

・
日

貞
典
一
早
苗
一
ヴ

z
e-
-
m

卓
夫
一
理
子
一
円
E
g
g
s
-
m

博
人
一
恵
理
子
一7
-
m

見樋田横田見志悶回国間酋西見
ズ々又、 i可 奈津 ヌ" 丈、
良口窪原窪良 川 窪窪窪窪岡阿良

渡井池白谷桑原渡谷大須局賀 松平丹瀬雨雲原
部ノ田石川 部水橋 生
口谷

祐 勝光 克茂俊逸政 則篤 克正
二 洋誠己征伸司一 史悟 己臣

佳雄真賞功ま秀千達莱 尚佳詩
間リ

祐基衣大樹み郎佳朗美 宏孝織

8 8 8 8 8 7 7 7 7 7 7 7 7 7 

4 3 3 2 2 30 30 30 29 29 28 28 26 21 

死

t
(
お
悔
み
)

の
気
配
り
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一

番
つ
ら
か
っ
た
事
は
、
戦
時
中
の
出

来
事
だ
そ
う
で
す
。
今
私
達
は
、
平

和
な
日
本
で
生
活
で
き
幸
せ
だ
と
思

い
ま
す
。

山
内
シ
マ
さ
ん
と
山
内

家
の
み
な

さ
ん
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
取
り
扱
い
を
間
違
い

ま
し
た

。
お
わ
ぴ
い
た

し
ま
す

。

広
報
の
訂
正
と
お
詫
び

8

月
号
広
報
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
一

一
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
一

i
l
-
-

B
a
s
i
l
i
-
-
i

i

一・
6

ペ
ー
ジ
ク
ロ

ッ
ケ

|
大
会

一

山
内
シ
マ
さ
ん
は
、

県
下
で
八
番

一

「
柵
木綾
三
郎
」
さ
ん
と
な

っ
て
一

目
の
長
寿
者
で
す
。
身
体
も
大
変
お
一
い
ま
す
が
「
熊
友
三
郎
」
さ
ん
、
「
渡

一

元
気
で
、
お
宅
へ
訪
問
し
た
節
に
も
，

一
辺
清
明
」
さ
ん
が
「
渡
部
清
明
」
き

一

誰
誰
が
い
な
い
な
ど
と
、
家
族
の
方

一ん
の
誤
り
で
し
た
。

⑧
⑧
⑧
⑮
 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
重
信
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
金
一
封
を
ご
寄
付
下

さ
い
ま
し
た
。
温
か
い
善
意
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

十分な栄養と休養でグ一一一

樋田北志西牛樋西牛岡田牛田回 住
野 i宰

口窪田川岡洲口岡沸l 窪窪沸l 窪窪 所

形大佐大手口松藤奥村佐森大井高富 国 氏上瀧賀西国崎回 伯川西門 田
さ庄 守T

武と 喜三三 弥鶴馬 サマ策定寸内綾 名雄せ芳郎郎生 貧 ヨヨ 子雄ヱ能

年
83 74 73 53 86 69 95 84 73 101 72 65 77 94 

令

8 8 8 8 8 8 7 7 7 7 7 7 7 7 事E
亡

1 31 31 26 25 24 21 18 17 
σ3 

14 11 6 5 .j 目

和大日大大
田東野酉西

(
田
窪
)

(
田窪
)

(
広
島
県
)

(
西
岡
)

(
西
岡
)

安
郎
さ
ん

尊
さ
ん

久
子
さ
ん

久
馬
さ
ん

静
子
さ
ん

可 r 一 司 ， 司_-，.一一一 可 Y 唱~，_ r'...._ 司F ・「、司F 、-'~.' -'.~.

月 日 行 事名 時 開場所

1 6伺) .-j-a不量H管替用休体犬-日R貿の当た上丸番げ医一いごた一h友J収し集愛まRlkせIt干ん.た1 f。Ll必主30要党上日ら松侭il政Jにf青H連1附hれ混巳てE出I--Lき~てJI含下b:7さFu一い三..位。62
17ω 青がん検診 (40歳以上の方)21 日まで 7:30-9:30 町民会館

ツベルク リ ン反応し検た査者側
18休)

9 月 1 2 日に判定 のう 14:00-14:30 町民会館

一一文ちJ毒学性-講. ，経座陵-⑦(7)者一一ー … 
13:30-15:30 町民会館

9 19附 礼3 /児検5 診 (H 2 /11 月 .H 13:30-14:30 町民会館
月生まれの者)

20~鉛 ツ(ツ反反判応検定査.B・ ・ C.G接種伺 14:00-14:30 町民会館
陰性の乳幼児)

22(日)

艶不当番R12醍犬f賀め_Ü主;ffれrEト鴎Eご慎はL磐f孟f主形主外酷x;;掛3 松山市平井町 宮75-37530t一i松l日(山月ZF)高に月北.連W旗.れ区本出てLFきIτ-て-主!管下主TさTF三7い9・ー。m~.23伺) - ・ ー・ ・ .

月
24W 健康相談(各地区) 26 日まで 各 地 区

25(7]<) ヲ育ヲが燃ん主検診β(4回0歳収以ー上Hの-方~)ー2ー7ー日まで 7:30- 9:30 町民会館

26附 J中L、配央型ζEと聖J教~.~室車⑤問 13 :00-15 :00 一食町一場民会一会議一室館
9:30-12:00 

28ω 粗大ごみ回収日(指定の場所へ午自ijl0時までに出して下さい。)
29(日) 当番医 宮内病院 松山市北梅本町 ft75-0091 

30(月)
健康診査結果報告会(受診者) 9.:. 3.0 ~ 1.5:_00. .I..~上E林R荏3 集横金ì~所暦・公上民林館、
函反健康保険税説諭柄焔段p ・守

l ω 健康診査結果報告会 9:10-14:40 
西岡、志津川、八反地
見奈良各公民館

2 休) 健康診査結巣報告会 9:10-15:00 
田窪団地・田窪・山之内
井口各公開官、町長全館

二種ìi合(一種混合)予防接30種生①まれ
3 (1村 対象 S 64 . 1 月 -H元 .6 ・ 14:00-14:30 町民会館

の児及び6歳未満の未接種児
6 (日) 当番医 渡部内科 松山市南梅本町 含75-2232

7 伺) 地方祭のためごみ収集休み。 10 日闘に出して下さい。
9 休) 行政 ・心配ごと相談所 13:00-15 ・ 00 I 役場会議室

体不第祝責燃日9ので函ゴ日重すミが面信当4町ゴ番Xチ医Hミ躯ニ国集ぇ立大L療金率養寸層l重緩n 朝n 院 種別原 型同 2411 ーー ー ・- --- -- ー ー----ーー ・ ，ーー. ---- -- ----

10附

血(男ヶ子嶺初登級山・ レディ ー ス) 午前008H寺町民会I 館河出川発敷公園
10 

11 ~笛 宇宙教室秩の天体観測 (1 2 日まで) 119:00- 1 図書館 4 階

1 3(日) 当第(男ー香9子底回中-重-級e信_.. ・上町混岡テ合弘ニ)足ス利大一会一一稔ーリ8J別:00撤~11lJ:?開1・ 一河一 川J雪'7敷9.:-:公.~9.Q園9. 

14(月)
健康づくり料理講習会 9:30-12:30 簿謄台公民館
( 1 日 30品目を目標に)
インフルエンザ予防機種①

1 6附 対吉象井小(北吉井幼上・双の葉住保民・北 14 :00-14 :30 北吉弁小学校体育館
. 3 歳以 ) 

乳λ児権健i診g-- i(員対一象一一 H2 ・ 12 月、 10: 00-15 :00 1え f会会議一室
17(村 13:30-14:30 町民会館

H3・ 6月生まれの児)

1 8~討 イ(対ン象フルエンザ予防接種① 14:00-14:30 上林小体育館
上林保・小、 3歳以上の一般)

20(日) 当番医 八木耳鼻咽喉科・皮フ科 牛沸a ft64-5400 

2 1(月) 離対象乳食 学 級 13:30-15:30 町民会館
H3年2 ・ 3月生まれの児

月
22ω 中央料理教室 9 :30-12 :00 町民会館

インフルエンザ予防接種
23附 対象(南吉井保・第2保・重信幼 14 :00-14 :30 南吉井小学校体育館

南吉井小、 3歳以上の一般)

心ポ配リオご生と相ワ談クFチ庁ン役与 13:00-15:00 紘一t義会議室

24(柑 l回 目 H 3.2.1- H3.6.30生まれの者 14:00-15:00 町民会館
24回歳目未H2満7 の1 -未H3投.1与.3 1生児まれの者

25幽 不三対ま強極象れのaゴs把会“ミ{Jk聞種t1F月選6 耳歳~合未日目}首子元相防年機6末亀技3裂0種@回全9E 14 00~14 301 |l 町 民 会 館
27(日) 愛媛十全医療~院附属自 t院 川内町南方 包66-5011

28伺) 談 (30 日まで)各地区

31 インフルエンザ予防接種① 1 14 ・ 00-14 : 3金08J|・持志小学校体育館
附 国(対民象健拝康志保悠険:'J税一、一・1第樟4り矧よ・町り三l属般医j税第3期:7~這科 白方分一納期帳 ー

一一一夏ノくテ克服の決め手は、

、・t
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